On Frisch-Alstedheim's "Multilateral Trade Clearing Agency" by Fujimoto, T.
FnKh･AlSLdhtlmの多角F易if井局ft息Kついて 233
FrlSCh-AIstedhelmの多角貿易清算局
構想について
藤 木 利 窮
Ⅰ 序
当面の適才問題に象徴される現代EB較姓済の不安定性は,基本的には貿易
収支の瓜字国と赤字国とへの他界抜群地図の色分けか起新し.多かれ少なか
れその色tJ差が恒常的に強まるという意味での国際的不均衡の深化に起因し
(り
ていることはIB知のどとくである｡ところで.Frlsch〔4)の構法をAIsted-
helTn(1)が数学的に定式化した多Pl貿易清算局(mu虹はtqaltmdedearlng
agerK:y)のモアJL,は この詞較荘済問血に対して一つの ドラスチックな解決
案を提示しているように思われる｡それは｢混合休制の国転宅｣ともいえる
主旨のものであり,交易灸件による自動珂好枝熊として昨春づけちれる自由
ft島捷制が現代四度提訴の漣前であるが,これに対して関連各EZlの貿易飲ま
のバランス化を雄持すると同時にあるyロー'lルな世界鎧抗的日ほを達成す
るための汁書抜溝が岳塩的JC拙策されるのであるE,tれわれは,当血めもの
(こ唄らす Frisdlの改質モデル一般を r長老捧湖の科学的選択モチ,I,｣と奴
定するものであるが,本坑のB的Ii,幹学的フレ-ム ･ワークにおいて.当
面の FrlSCh-AIstedheln モデル一以fこれを FAM と略記する-の告理捷
成を FrlSChモテル一般の特殊化とする抱点から理論的に解明することにあ
る｡
ます】【では FAM の題丑を Fn∝h〔4)からの引用をまじえて要約し.
つぎに FAM を再構成し, その間lこ必要1注釈を適宜はさみ/)から,計面
の白drr6助修正銭亀を明らかlこする｡皿において FAM の仮定の一部を変
(1〕 Fnd (3) 〔4〕(6)t-.lfは同一内密である｡
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更したモデルについて同便の分析を行ない,FAM との姑典の異同とその七
味を考寮する｡TVは要約と焦された問題のいくつかに対する苫及にあてる｡
1お,FAM については J硯nRoblnSOnがその本ガと並蛮性を伯明 ･平易
に解説した短文をものしているのであるが.FAM のBZE濃の補足良明のため
のBf料としてその全文を末尾に掲げて附蝕としようC
Ⅱ FAM の耳.tと姶理構造
l 血 士
｢世界賢易が世界の珪辞的･社会的進歩を左右する来車灸件であるJこと
を認める限り.｢世界貿易をftに劾架的に促進し,利敵するためにわれわれ
が何をなしi:Flfるか｣という牒題を回避して通りすぎることは許されflいo咲
存せる世界鐘辞のプロ･/ク化をさらに推進することがこの閑適lこ対する正解
であり綴るはすも1い.｢世界の軽群的 .社会的遊,Jiは,純粋にESl郎緊易上
の.そして一見tTlらは一国内錘済捧制や人頭のいかんにかかわらずいかな
る国家又は国家群によっても原EIJ的に阪守され得るような.あるものの範頼
化lこ依存している｡ このあるものIi掛 こ鴨税率の引き下げやEi]較貿易の軸
心の結局面lこもっぱらRl旅するようなものであってはIlらない｡｣世界野島
問題のはるかlこ恋委な局面は ｢世界貿易の多角的/<ラ/ス化 (multlateral
balam:lng)｣lこある. この局面の本fを明らかにするために.Taylor氏
と Shくだmaker氏とが】屯銘げ1加つきでたがいに見つめあい1から立ちつく
しているソーンを想像しよう｡Taylor氏はその盤品である洋服を Shoerna-
ker氏にDTtることができるかどうか6E仔が持てJj:いために Sh(児makEr氏か
ら購入したい靴を思い切って注文できflいし,Sh(氾maker氏も同様fj.身上
lこあるので, ともに漣怯1のである.これに FIShqman氏や Ehkq 氏等
が加わって行くとすれは, 多P)的J<ランス化が韮垂であること, 1らぴに
｢多角的バランス化が自動的に坤傭されるゲーム-参加しているとの確信を
あらゆる人々lこ与えうるよう1システムの必要性が明らかと1ら.｣もちろ
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ん,Taykr-ShoemakErパラドクスはある孝の二EgnZl也定で欝決できるだろ
うから, これを当事者のすべての対に牡街すれば.牙良彦砂を完全にはス ト
7ブさせないですむといえようが,しかし岳tb水gLli全作としてははるかに
(i)
低位に姓るだろう｡かくて多角的J<ランス化の故角がクローズ ･丁ヶブされ
てくるが, そのための rta定をた^に話しあいでとり拾i:ことは, もちろ
ん, あまりに囲荘なので, このための作美技構 (o阿 atX)lnlmachlnqy)
が必車である.｣かくて ｢牡済学者 ･1台的エソジニ丁たるものは政治家に
かような捜楠のための鍵寅をすべきである｣と考える Fn∝hli多角性固有
のr;uEZlと Taylor-Shoemakerパラ rクスを同時に解き,垂加するすべての
四々に自動的J<ラ1/ス化を保証しうるよう1多角貿易柄井局i#憩をうち出す
III
のである｡
この机葱を支える基本的原則は,Frl∝hlこよれは,次の9項Elから成る｡
好 1原則 :楕某局は旦済約 ･政治的ンステムの国内姐汝について王熊を確立
し,関取的lこ尊重されている藷Eil民En蒙により初成される｡列強-たとえ
はTJI)カ･ソ連-の特alは容壊され1いe
方2度jlJ･参加話EPは各々の田内鐘済日掛 二関するみずからの希更を表明す
る軌全が与えられる｡
常3原則 :参加国の個別的8t!･ブラン系は国によって細井ILウコンシステ
ントで1いから. これを現生してコン/ステント1全体系にするil能を柵
7F局が果たす｡
第4穎耶 全体的にコ1/システントな最適解が油井局で井出され,当局と参
加紙四との間のステップ ･/<イ ･ステップの交渉により丑払的に合忠がえ
られれは.話EiMi新しいEl横にしたがって行動するという明確な胸束をす
る｡
(2) ･強田flr通貨yステJ.もaJb的J{ランス化を保1正し1い｡｣かくて Taylor･
ShqernaktrJ<ラドタスを書きはLflい.rnSdl〔4).sp一く-リ.
(3) 以上の一連の引用はFnKh〔り g7-99J<-ジ.
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方5広l別 EItfli名Ej衣元でtlく実fr表示の数字 :voturneflguTC)で焦定
する｡
帯6原EIJ 必達解 (計ii)は一定の期間について瀬定されろ｡期間は約束か
なされる91問としての 契約桝間 (Contracdng perlod)と合恵に遷した国
府問貿易取引が失行されるべき履行期TtBこsetlemenとpnCKl)の双方であ
り得るが,rいかf}る国家的約束も夷釣期間でのJR引のみならず予見可能
1将来における数個の愚行ZE期rilでひきつづいて巧1われる攻引にもかか
(I)
わりを持つものとする｡｣
第7原則 慣わ貿易の鹿濁El掛 i予見可惟な将来にわたる各Bl行期間での均
衡ではなく,適当1長期における句街を政隈するものとTる｡
サ8原丹 為替レー トの役割Ii柵昇犀が相沢なる貨幣B1位表示の鼓値を比較
して軒井作菜をスム-スにflLとげうるようlこすることである｡一定時点
lこ一定のEl家的約束のシステムが砧立されれは.過度の投横的誘因も消滅
してゆくだろう｡
第9原則 多角貿易滑井局は一例一夕に完全ri形式で成立しうるものではIL
いが,初めは (I)特定国グルーブーたとえば EFTA諾乱 英連邦祇園
-の内尊のものとして. また (l)大1り小1り-巧を滑井局を通じて野
鼠取引し.妓革の粁易様式とこれら2帝分への分割割合の決起とは各Egの
El由に委ねる,といつ2国IUE(易協定に赦似したぬ定からスター トし,蘇
進的にその環の拡大と内容al_疎化をIiかるものとする.
以上から明らかなように,この甘藍は中央姿牡的計肯汲8tとは異なり.fZ
品攻支a)調JEを同じくする開併砧国の合恵に基づき.各ESlの提訴的自由度に
充全の配点を払いながら自発的に形成されるEg際的混合体制を愈餌するもの
であり.次Iこその理絵の再構成にとりかからねはならtj.いcLかしその前に
斬っておかねは1らflいのは,原則6はt#怨が長PJ勤学的であることを正味
するが.FAMにおける市境と針常との相互祐完のメカニズムの把翠という
(4) Fz-∝h(1)loll.(-リ｡
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われわれの目的は甘草的設定によって充分lこ果たされるから,法皇をj8托化
するためにも, 静学モデJL,としての FAM に考察を限定するということで
L一I
ある｡
2 FAN
mEiln財 (m<n)を仮定 し.財の給送や,ER税は捨象し,8a山肘と拾入射
(●〉
首に )片について持出伏胎生 XLとその輸出供拾ai抵 Pilとの対 (Xi.
p!L.),ならびにその抽入解事虫 MLと抽入罵要臼格 Pl.Hとの刃 (ML.p1..)
く†)
を前好局ITJPL出rlけれはならない｡それlこ基いて当局は次のような手相に
よりその計pb-苅定作男を進めて行 く｡
井 1手瀬 ･捻給出供給曲扱 (cb dng supplycl打Ve)の形度
(1-(D)当局は Pま.ち
PJ.,-7mnPJxr,)-1 だ
によってSEび出し,それに対応する対 (XJAいPi,)を (致巣,銭格)辛
(I)
面の左供にブE)ットする.
(1-㊨)同じくPまZを
pi2-mqz.1Pi,･)'-1 ～
JCよって逮び出し,対JSする (Xi,.PJ.,)数互角方向へ (X三】.PJ.,つ
にブラスしてブp-/†するD
地局
: :I:.l'<芸Tx?.< `p<蓬.xJ.)I,-1･ A
(S) AIstedJlelm(1〕(u7-118ベーi;)も多期間分析は丸やすめ程度に止めている
(6) Aユ虻曲 im (i)lC611工汀ページ.
(7) lJ.lL･末iAを頚して俵掛土すべて馳 3i5才Bl蛙に耕 すみのものとするe
(8) qL托化のため他出･♯人の双方について任JEの2Eqが同-の特出供紺 格fL'､L
l入貢讐価格を申し出ることはないと仮定する｡その方か13iの見送しかよくfA'る
からである8
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が形成され,(1)(2)は項別対応し,価格が(1)の一つの項に等しくなるとき
の絵輸出供給はそれに対応する(2)の項で与えられるから,(1)(2)をもって
総輸出供給曲線とする｡
第 2手順 :総輸入需要曲線 (clearingdemandcurve)の形成
(2-㊨)当局は Pjelを
PJ8,-maxPJM`,j-1- ni
によって選び,それに対応する (Mjel,PJcl)杏 (数丑,価格)辛面 に
プロットする｡
(2-㊨)同掛 こ,PJ82を
p'92=讐 lXPIMi･)'=1･･n
により選びだし,それに対応する (M去2,PJeを数虫軸方向に (M去.,
PJBl)へ加えてプロットする.
●●●●
究極的には
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I.:;:'il蒜 < ~蒜 ,.巨 l
が得られるが,(3X4)t項別対応 レ,書格が(3)の一つの項に等しいときの
捨抽入弔垂はそれに対応する(4)のgIで与えられるから,13X4)をもって捻
抽入悪妻曲淡とする｡
頚3手頼 '計井tE)格 (acm untlコgPa)の決定-JB輸出供給曲奴と稔投
入需要曲港との交点長石(Ti,PDを井出し,そのJi珪石Piを も っ
(t〉
て計井価格とする ｡
ここで若干の注釈を加えよう｡当面の&生をグラフ化すれば図 1のどとく
である.罪 -lこ.蛤輪EtHJt拾曲奴の形成手俄は捨特出供給関数が価格の単調
増b]開放であることを.またJeG入諸事曲JBのそれは抱抽入舗要関数が年梅
の8L瀬沖少関数であることを保証していることは明らかである｡
第二に,8171の国摩取引を可能ならしめる伍緒区間を,便宜上,財 )め
r可使徒柊区間｣とよぷことにすれは,可能年格区間は )-財の捜貿易取引
皇 TJの鮎数である｡阻1において捻fZgL取引丑が 0<TJ≦ MJ..である
Tlら ば,可能体格区間は 【PJ.1,PJ.l,MiE<TJiXJ..ならば.【P三,.PJ"]
符｡明らか こ.許要名が支払う窓恩のある価格 (格入招要価格)が少なくと
も供給者が受取{意思のあるず梅 (片山供冶書換)に等しくIlければ, (負
易J取引は行なわれ樽Ilいから,TJが取引されることの必要条件は TJに
対応する可能体鳥区間について
t5) (PJ)-IL≧(PJ.:.I.,)-1-n
が成立することである｡ただし, ここに (PJx).A.は捻取引宜 TJの一部を
姶山する諮ESFの持出快投心棒のうちの点高水準,(PJ,)～.ほ rJの一年分
を抽入する祐EAの絵入需要価格のうちの般低水雅である｡かりに(PIN)-,.<
(PJL).q としよう｡(PJ,).む を申し出た抽出供給JP A は (PJ-)軸 を申
(9) 前曲JBとも解放空較形であるから.交点は水平B分とTLることもあるしあるいは
羊毛投身とIlることもあるが.斗耗化のため.交点はユニークと仮定するe
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L出た鳥人荘重国 Bに特出不可能でもI),(PJ,)I.以上の抽入満車柾梅を
申し出た蝕の抽入誰回Cにしか販売できない机 Cは (Pi)-.J よりも低
い特出tFt拾伍格を申し出た他の抽出EID と取引交渉に入るだろう｡Cの輸
入甫要>Dの輔出供給のときにのみ Aは Cに桧山できるが.そうすると
Cの鳥人需要-Dと Aの積出供給合計.とfiって,Cと Bの抽入需要合
il-D と A の特出眺給合計-TJという仮定に反する｡C の粋人満更-I)
の特出伏絵1らAの頼出供給もBの伶人芸事も充たされ'1い ことになる
から,これも仮定と矛盾する｡Cの抽入帯繁くD の抽出供給1ら. これも
仮定に反することはほとんど自明である｡かくて(5)でなければならない｡
明らかに. この必葛奉拝(5日まは仲人符要曲奴の価格軸上の切J毒が拷特出侠
拾曲故のそれよt,下位に11いことを保証している｡
このt51こねする命題とその査証は,一見,通常の諮冶モデルのそれのよう
ではある払 前者は徒名の必要条件であってその道ではない｡いわんや同堆
ではないのである｡qF省の内包は後者のそれを含んでより広い｡ TJの取引
妨格 PJは(5)から
(61 (PJ,.).I.≧PJ≧(PJx)-.1,)-1･ ～
であれはよく.等号ケ-スを除いて一変でなくともよい｡等号が姥抽出供給
曲投と姥仲人需要曲投との交点でのみ成立すること,そして交点座標が袈わ
す一正的取引鉢格はあらゆる可能昏格区間に含まれ,それら区間列の収束点
をtlすことは捻抽出供給関数と栓抽入需要偶数の作成手瀬と(5)から必然的に
したかう｡それゆえl(.T'li瓜大の控貿易可能生で,
m (Pi)-I.-Pi-(PIX)_.,.)-1 ,-
は TJ.を冶果するための必要 ･充分粂件である机 t7)が通常の駕拾均街佐
藤にはか1ら1いから,以上のことは FAM の取引 r可能畝丑区r;n｣が
(8) 0≦TJ≦Ti.∫-1 "
であ ることを恋味している｡
(81は.(6Jが充たされる区間であるから,輸出供給国 ･抽入鰐要田双'JJのす格
一一8一
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に関するミニマムの要求は充たす｡したがってなんとかすれば実現可能な貿
易取引集合である｡自由放任は,一つの政策として,Ti喜, その他の政策
はおそらくTJ<Tiを,実現させるだろう｡TJ>Tiは(6は え充たさないか
ら,不可能であろ｡FAM の目的は構好局参加諸国の価格に関する最小限度
の自発的要求を充たすという条件を一つの制約として他の要求をより完全に
充たすために,自由市場の部分的統制を許容し,T'L≦Tiならしめることで
ある｡
さて FAM も他の Frisch モデルと同様に数理計画モデルであるが,こ)=Xt:
の観点に立てば(81が可能域で,TJoは可能域の上限をなすにすぎず,他の選
択可能点と同格であり,別に設定される清算局の選好関数を堤通ならしめる
かもしれない一俵補点である｡したがって,まず輸出供給についていえば,
数理計画モデルの解として貿易取引宜が,たとえば図1の TJと環定された
とすれば,それは点 XJa.と XJaLIl との間にあるから,このことは αt国が
)'財の輸出限界国で,α1-aト l国の輸出はこれら諸国の希望通り実現され
るが,αi国のそれは希望以下しか実現され得ないことを意味する.TJが点
x乞`上にあれば α` 国の輸出供給は希望通りとなり,TJが点 XjaH にあれ
ば,a` 国の )'財輸出はゼロとなる. これは,at国の j財翰出実現盛が総
貿易取引量 TJに依存し,その依存の仕方が
(9)Xai(TJ)-
I-I
0･T'篭 XIL七のとき
i-I i-1 (
TLE?,ヂ'i七, ∑XJak<T'<≡笹 のとき七一;目
I
礼 ,雲笹 ≦T'のとき
i=1･･m,j-1･･.n
であることを意味する｡(9)は国 ･財別の輸血数盈関数 (exportvolumeex-
pansionfunction)という｡
(10) 後に国際均衡灸件 (17)が加わるから,究極的な可能域はもっと狭まるだろう｡
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恒等的胸像,ie貿易取引丑-桧抽出i一捷抽入免に注忠すれは.
40 TJ…∑X.A(TJ).)-1 Il
である｡
次にti人跡 こついて｡ 特出Jtの似合と同じく, 捷fL易取引且を図 1の点
TJで,Tlせば,それは 2点 Mん_.と ML の間にあるから.e一国は そのと
きの限界格入間で,βZ βH JSlは個々の希望通りに鳥人できるが,βl国
は希史以下しか肯人を実現しえない｡TJが 〟i.(図1では点 TD に あれ
は.βIEgの箱入局輩はちょうど充たされ TJが点 ML_,にあれば β` B;
li所望の J財～人を全く果たせない｡このことは βl国の )肘特入黙要の
充足率が次のように投27品取引瓜rJlこ依存していることを忠昧する.
0.TJ≦∑MJq.のとき.
l-I 1
T'-だri･･吉,ML<T'<.P.Mi･のとき･
M'p.flMi占 TJのとき･
1-1･m,)-1 タI
Mは田 .肘別の絶入故且開放 (Im叫 volumeexTnnSIOnEunctJOn)であ
る｡いまの場合にも00に対応して
OB T'≡吉.M･.(T')II-1 "
が成立することはいうまでもない｡
瓜後k,節 3手供の持つ宜味について.すでに見たようlこ.各可能取引TJ
には各々個有の可能価格区間が対応する｡すべての可能TITJに対 す る可
能fG格区間は. 明aかに. かようflすべての 可能伍格区間の 共孟区側'eあ
る｡それは PiすILわち自由市場均衡価格のみから成る｡したがって可能歎
丑区間(8Jに対応する可能応格は均衡市場価格であり,ただそれのみである.
逆にいえば,可能信格が均衡市切価格に等しくtLいなら.(8)は可能放生区間
たり得ない｡ゆえに可億価格を句葡市場価格に限定することは可放たJL区AZ]
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を (8旭 とるための束分炎件である.かくてFAMでは一耳して均衡市場価格
が滴耳局における唯一の計井価格として用いられる.
いまや Ⅰ国の )財に関する貿易急事胡散
的 El(Tノ)-Pi[X(`TJ)-M.(rJ)〕,l-1 州.I-I n
を定萩することができる｡かくて当局の計面手順は次のように遊行すら.
界4手朋 :投合貿易EA字四散の形成-l昂のそれを
OO El(Tl. .rl)-∑El(Tノ).7fl I乃J])
と設定する｡
tIJI
雰5手前 一選好開放の設定一軒井局の兼好院政
は F(T'･TI)-≡∑NP`H X'(Tj)十Ml(TJ)]t-1JlL
を決定する｡
好6手瀬 一致頚計声モデルのPF成と簾の71芳一丑理計両問題を
u9-･maL,ST.(81皮
叫 El(TlTA)t･0.I-1 I乃
(ほ)
として構成し,これを解 く｡
注釈.0小こよれは,各E詔の振合貿C.収支は浦好局のfE延にTlる各財の授貿
易取引Jtに依存する｡はでなくとも,一般に,
01 ∑E.(TE ･T.)=o
(lI)
である｡ なぜなら, これは Walras灸件にはかならJlいからである｡ゆえ
に持合貿易黒字関数はm-1未を定めれば充分である｡
ところでq引土砂井局f一盟のねらいの一つである各EPの坪易収支均衡を数理
(u ) ここでNLは IE人13とされる.ゆえに悪坪内Ziは抽出入t和(月見収引出4I)
を人口で加正したものである.しかしウl-トとしてIiNiに種 の々代8約定鞍を
与えることが'Cさよう.
(12) 粁皮革独彪モデルなので.特殊な解法が要求されるが.ここでは群法を全く間E
とし[Lい｡
(13).PITtr山(7)甥.莞TVl,.(T')｡
- ll-
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計i閏月の制約姦件として風損化していることを意味する.条件的を考JI1
九はこれは変出が (TITl),方程式軌が m1 1本の l司時方程式 yステム
T･ある｡債鬼 ">m 上り, これはEl山皮正の過少決定ソステムであり,各
国の貿易収支バランスを充たすという忠妹での空で1い可能IJI域が 刀次元
(1I)
空間 (r･T.) に存在することか保証される｡
Ⅱ FAM の牧村とその-変事
l 換 村
相知のように,Malmvaud〔5〕は鼓群構成騨位とある計両当局とのシス
テマチックは情報交換-相互祖並のための如拙モデ･L,を庇屈した｡それは策
福的計面速済のみflらす ｢計面化がIF坂メカニズムを補完し,方向づける自
Ct)
白社会｣にも産用可能なものとして牧軒されているれ 理会的にも突法的に
もより井味浬いのは後者,すなわち分熊的計≠手折 ンステムとしてのモデル
扱溝であろう. こQ)ケースにあっては.与件集合についての情報か二分され
て一方はTt両当局,他方は経済Bi位に書有され したがって一方は他方の情
報明細を77''Jオ1)には知らないから.附帯当局とl_,てIi市場メカニズムを
枯完し方向づけるための乱提訴セククーの文科を当局に対 する提案 (lm一
卵 al)のかたちで回答させるべく当局から私経済セクター- 前もって先行
汚点 (pr践pdiye]ntkx)を捷示する必要がある｡そして,先行は8-提案
-ブラン.なる1回だけの冊綴交換とそれに対する再考a)Di盤プロセスによ
って当局による拝完 ･方向づ吋のた把のブランが決定されるはすもT3く,先
行指8-捷寅-先行持古一躍塞一 一ブラン.と多かれ少1=かれステップの
反攻連鎖として特敬づけられるブE)セスが必要なのである｡ この計画プロセ
(14) tlお 7l T.の長話elが決定されれば.その教徒を19Xlt)に代入することlこより
*出･鴇人のお加EB碓配分が決まる.このtE分轄果こそV:･I原則でいうところの劫
文系である｡
(15) MaJ)nyaLd⊂5)172ページ.
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スが①当局はいかなる変数を先行指標とし,それらの数値をいかに計昇する
か,㊥私経済セクターはいかなる変数を提案変数とし,その数値をいかに計
鮮するか,という中心問題をめぐって設計されねばならないことは明らかで
ある｡Malinvaudはこうして計画策定の Walras的摸索プロセスの現代版
とも称すべきものを定式化した｡
ところで,われわれの当面する FAM は,Ⅱの議論からかなり明らかな
ように,かかる MalinvaudアプロTチと2つの共通点を持っている｡希一
に,計画当局は清算局であり,私経済セクターは各々個有の国民経済的利益
(私益)を追求する清算局参加諸国から成るとみなすことができる｡第二に
提轟変数があり,各国各財の輸出供給鼠,輸入需要慮および輸出供給価格,
稀入需要価格がそれである｡また,当局の選好関数の存在-しかしこれらの
共通点は両者とも計画モデルであることの必然的結果である.
FAM と Malinvaudモデルとの相異点はもっと印象的である｡第-に,
FAM には清算局が与える先行指標がない｡当局は各期首に参加各国をして
提案をさせる｡しかしこれらの提案が各国においていかに編成されるのか,
すなわち上記した Malinvaudの問題◎の後半,が完傘に等閑視されている
のである｡第二に,FAM では情報交換の反復は生起し得ない｡先行指標が
ないのだから,提案に対して当局から遍流してくるのはプランにはかならな
い.したがって Malinva1dモデルの反復プロセスに対して FAM の計画
プロセスは,提案-プラン,という単純情報交換過程として特色づけること
ができる｡
かような単純プロセスはブランの決定が一気珂成に行なわれることから,
完全集髄的計画経済に固有の計画プロセスの観を呈する机 そうではない｡
純理的には体制の相異と計画プロセスのそれとは直接関係がないというべき
である｡実際,すでに見たように,FjM は国際レベルでの混合体制モデル
であり,そして混合体制では計画はそれにそうことが私経済セクターに有利
- 13-
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(l●)
であり,少なくともその r私益にひどく矛JZjするbのではな い｣ ことか前推
されている｡プ1,セスが反復的か単純かIi実に先行指標と提案変数をいかに
没計するかにかかっている｡FAM では基本的モデル変故は価格と放Aであ
る机 両者ともに捷案変改とされるから,当局としてIi先行指息の与えよう
がなく.当局サイ ドの氾彪1こおいて諸国の蛙秦の多かれ少1かれ一部分を屯
凄的に変更して一気にプランを完走するというドラスチックfl方法にrfえざ
るをえtlい｡すなわちaF格については諸国の虚位限C.要求を充たしながら.鼓
生に関して規制を加える方向においてブランは早速にも決定されてしまう.
問題は FAM のかような1枚L/ステムがなんらかの忠暁においてもっと
もらしLとすれば, それは何かということである｡ 書出について考鼓しよ
う｡l国の J輸出財lこJnする垂案は (Xt,Pi.)である｡綴密には,Pi,-i
｢所望｣格出jLがXZである場合に lEgがその1上P位に対して ｢こころよ
(】り
く受けいれる鼓せ旺格｣と定義される｡もし6出tに r所望｣という限定が
ないならは.Piyは通常の伏払関数の意味における供給価格と同義にな るこ
とは明らかだから,われわれがそうしたように,佃坤に垢Ltj供給価格といえ
は充分であるはすだれ にもかかわらずそうしなかったのは,価格が Pi.よ
り低く決まればG山峡払=0,布く決まっても積出供給IiXtで不変, とい
うことを葡現したかったからであろうハこのことは憩定される抽出Uも胎曲軌
メ (0,Pil)から水平に出て (XI.Pit)で重石に月折 ･上昇する逆 L字
塁ということを意味する. こTll亡母もマッチした 1国内の )肘供給灸件は
同じく逆 L字型rlf場供給B]線であろうから, その水平雄分を田内詔委曲滋
が切り.したがってこの交点.tり右カの (ESl内供絵能力-田内輔車)す1わ
与良為能力S分がG出供給曲Jtとt}るとするのか東急な考え方だろう.,
他九 ai人については.提案 (Mt,F'iL)における PitJil国が ) 財IlI
7i入 r所望｣丘について ｢こころよく支払おっとする瀬高広路｣であり.垢
(鵜) MAILnYatJi〔5〕177ページ.
(L7) AlItedhclm 〔1)106ページ,
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人需要曲掛ま(0,Pi√,から水車に出て (〟～.Pi.)で垂正 ･下方 に屈 折
して点 〟Ilこいたる｡ これを正当化するたわの EZl内事情としては. tiんち
かの意韓で ｢清正(lJI正格7kZrにおいては,冨内供拾<国内需要,となる2)
で.この血名東垂分に見合う放丘をギ入籍要として猪井局JC申し出るという
ケースの想定が無権であろう｡
当初に仮定した斡Eh.鳥入相の独立性は鳩山 ･仙人についてのこのようl
(l一)
El内臣済灸件改定によってはじめて充たされるだろう机 しかしこれは明ら
かに亜すぎる想定であ･?て.社告モアJI,の仮設としてはあまりにも一般性を
欠くといえよう｡特IJ:,この設定では財がEilことに特出肘と8入射とに純粋
分化することになるが,財が多かれ少なかれ大項目に分類される現状では同
種朋-か頼出されると同時に♯入されるという現実的ケ-スが除外されてしま
う｡というのは当弦設定で名義能力,曲名需要の井 定にEg円市要の輪人品に
上る充足孝介,特出供給に見合うEZ]内苑力布分を.それぞれゼロとみなして
考Jaしていないからである｡
2 -変事1
理笛的LCも現実的lこも FAM.亡は果Fulの余地が銭されていることは明ら
かで.及大の珪Zi的itria点は8出供冶En放 ･■入需要約数のL字塑仮定にあ
るといえよう｡通常のように右上りの供給df扱.右下りの需要曲滋を想定す
るのがより一般的であろう｡しかしこれを放論的により完全な形式において
行t}うにはEg別に国内モデルを構成し.それらの同時 ソステムとしてのES際
耗蘇の-叔均篇モデルを設定しなければならない.しかしここでは次のよう
fj.帝政JI意味において点出供冶開放 ･特大需要Eq牡を一点化しよう｡す1わ
ち,各様財の抽出供始胡散は国内Bi通供始桝艶としてキ十'<ソティ･リミッ
トで,垂把lこではTLく,右上方に上月し.他方抽入お要En故は団円超過苗要
開放であり, (国内店格水神>適正水難)とILっているので,これを8人政
(18) もっと--一也的な白羽の国内灸件設定がfLいとい うことは hllI皿YiLA(5) u77
ページ)の表現をかりれは計iE手れ〆 wdl･deLiJd でないことと同位である.
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集によってjE正化すペ く価格の強J>関数であると想定しよう.これによって
FAM のヨ内的灸件設定の形式は,図2におけるように変化するが, その
本書Ii彰苧され1い｡つまり各参加国における材a)tth射 ･垢入射への分化
は不変である｡かような形式的変更のEl的はそれが FAM の法理挺柵にな
んらかの変化をもたらすかどうzPをや喋することにあるのである｡
いまや私経済セクターとしての参加国から沸井局への粒墨は (敷丘,価
格)空nZ)における1点ではなく,8出供給曲汝 .指入香華曲漁である.,それ
らを
:: ;i::p'(rwDDト -1･･m･,-I 'L"
で鼓わそう｡ このケースでのプランSC定作美は次のように進行するであろ
う｡
まず捻抽出供給曲投の作成から｡当局は提案された垂加汁富の鳥dJ.供胎曲
叔脚について
とiF7m"Pi,J=11 桝,)-1･ "
lCよって ･田 J財の魚小積出供給価格とJr.を読みとり,つぎに
eL..川.J'Jとil･■Ll 【
によって最小IG也供給価柊かESl祭的に最低の国 alを蓬び出し.その梅山供
給曲較 P(X三l)を )財の (赦i,¢格)空間にプロットする｡つぎ巳.
p-J･2-て器 とit･)コト "
によって a.EFについで史も低い最小抽出供給伍格Ei] qZを兄いだし.その
特出供給曲浪 P(XJ.,)を巴入すみの P(X三.)へ政蛙軸方向に加えて7't}y
トする.等 ｡々 こ¢手瀬を丑大 m-1回くりかえせば.轄果する曲娘が洩片
山供は曲操である｡ この事甲が個別企漢の限界恭用曲族から匪糸状拾由線を
叫Liするそれと丁ナ･Dガスであることは明らかだろう｡
(19) ここではP(ギ)のXlは独立変故としてだけでflく的ZtPの弧 を路示する
宅号としても用いている.その他もこれk:事じるべきである｡
-161
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次は栓頼入諸要曲鞍の形成｡提案の+Iかの偉人浦安曲投091こついて.
戸i.-mGXPi..'-1 m,)-L "
により.2円 J肘の長大6人需重任応 PJ-,を汝みとり,.=いで
P壬,-moIPも,.)ll z
によっと政人■入詣要妬他がEZl吸的に政論の国 6.を選び,その～入弔事曲
JBP(M;.)を し赦i,店格)全問に巴入する｡つぎrt
pJ･三】環2,JPi･･)-1-～
により,β)EgEついで政も高い最大垢入諾要価格をもつeJ国を発見し.
その格八宗垂曲線 P(^1i,)を放i軸方向に聖人すみの P(〟J,,)Fth]えてブ
r7ソT･する.等々｡かくして鍵箱m-1回の手脈圧'diにより線特入籍要曲緑
が終られる｡
O T. TJ
挽fZ易取引生の上板と計井♯格の決定が,通常OJL･濡筆供給分折に/1らって
捻烏出典拾曲投と洩抽入需要曲港との交点止る (TL.巧)で与えられること
Ii,Ⅱ-1の FAM と全 く同様である｡
一･17-
門l
EiZ･射別G出救JL鵬款について｡48に上で決まった Plを代入してi3た
印 PL-P(Xの.--1 ,t
の欝を(Xl).とおく｡そのとき a'EBの )財特出宍現i X.(TJ)は.
'O.TJ≦∑(XL).のとき
m X･f(Tり-くTJ-∑(XJd･)｡,.P,(X!･･)･<TJ<.a(XL)･のとき
[(Xま.)o.∑(XJ..).≦TJのとき
t-) Il.I-I Jl
という形式で稔貿易取引JiTJの調赦となることは明らかである｡ この垢合
においてもAOhl成立することは明らかである｡
国 ･財別G人数A溺政について｡PLをn9に代入した
C2)Pi-P(Mf),,-1 -7",)-1 ,-
の辞を(Ml).とおき,βfEgJ財の8人丑JL凪故を
(o･T,塾 JdJ..)･のとき･
- A(,轟 ,-{L%T;A,･;i(ML,･<TJ<如 ,･カとき･
トM,N'..≡,'Mu.≦TJの｡き.
111m,i-1 〝
として改定する｡またaaがここで成立することはいうまでもない｡
ここまで乗れば,後はⅡ 1の FAM ケースと全く同様である｡かくて限
定さTt.た苦味での一般的ケースにおいても FAM の薄井局捷軌 ま有意義で
あろう｡FAM との唯一の相典ほ,当面の幼%.Tl<Tilる TJのとき計
井横幕のと仁方によっては捜抽出敷丑.投書人数Jtとしての TJa)EB較間
配分が輿TLるだろうということである机Ⅱ-2での Piに園丁る計井価格
原理はここでも妥当するのだから,メカニズムの本紫は不g_である｡
Ⅳ 括 持
･-⊥8-
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要的しよう.FAN fi自由交換モデルとしての
伽 TJ-∑Xl(PJ)1I事
e9TJ-∑〟(`PJ,,)･
)-1 I
1■】
から決定される T'.PJ()-1 -〟)香,PJは決定されるがままとするが.
TJは田蕨均衡が各EgI⊂ついて成立するように,す1Lわち
CZa∑JJ(X卜Mわ-0,I=1 mJLJ
と1るように,計酎 こよって修正することを意味する｡明らかに脚 と餌を
含む計西モデルとは相異1るから,一般に,XかX` (PJ),MtkMl(P/).
したがって TJは丙モデルで細准1る.価格は自由均ar価格であるが, 赦
itについての希弘 ま完全には実現しない. しかしそうすることによって国顔
牧支上の囲Jlはまぬかれる｡故i上の不充足分は朴商化に上る国帯革衡速成
のためのコストである｡FrlSCh は故S7i策定のf:めのイl/ブl.･メンテ--/】
ン分析を強現することしきりICある机 その異体的内容はかならすLも明確
でない｡FAM はインプリメンテーシ'ンの古会内容を例示する赦少lj.い貫
故の一つとして艶味深い,というのは国軒均3'というEI的の達成をIiかるた
めには自白市場モデル脚 をいかに?.更しなければならflいか,そしてそれ
JC洋なって経済剰虎がいかに変化せざるを絡IlいかというインプlJメソテー
ソ才/問題に対して-つの解答が提示されているからである.
FAM について若干の問題点に首及しておこう｡珊-に.Ⅱにおいてわれ
われは FAM の-変額を拭笛した机 そこでは参加靖国から汁aF局への提
案が各舟の稚出供冶曲熊,格入需畢曲虎から成るものとした｡央酵問題とし
ては,そのようなことの可能性は望むペくもないだろうから,その代や的方
途が考案されわは1らない.一つは.当局から金加諮国へC先行指序として
詰材の予4的CE蕗を,そしてそれに対する拓E)の射別8出供給,垢入前垂を
(20) もIiやWjlLrIS灸拝にJlすろSL幹はつけ加えるまでもILかろう｡
一_9-
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提案として.交鼓しあう切炭を魚定することができよう｡これは吉及すみの
MalnYaudの Walras 的模索プロセスを枯果するだろう｡ 爽砕間Jlとして
札 それFt姿する時間 ･コスト･煩雑さが鎌･ヒ卸 こ大きいだろうから,その
実施は全 く榔寺できないにしても,純粋虎資の笥領としては告孜にあたいす
るテーマではあろう｡
才二に,FAM ･ま現実的な-つの回転技済後篇をもくろむものであるbI,
それに垂加しようとする鍵田は当按tLiAに着合した国Y-1鐘済制度を亜dする
必要のあるのは明らかであり,Tiかんづく正確Ii経済的伯叔の迅速な攻雄能
力と国内経済綿成単位に対する相応のコントロー/L,能力とを各国経済当局は
持たね(11らない｡したがって凶酢経済的断簡化はそれにかかわる紙皿の四
円鐘済抱鎖の再編成 ･計画化を要所するだろうから.第9段別 こおいて.た
とえはEFTA諸国だけのサークル出様としてスター トするとの壬基音JtrLっ
たのだろう執 成'-fTさによってはこのサークル及倭でもって定若 し,ついに
は FTischの反対する一鼓済プt)ックの形成に轟るおそれflLとLlいだろ
う｡
〔付得〕イギリス･イギ1)ス連邦･EFTA合同仝破 くrTンドノ)での Joan
RobLnSOnの>Jt萌 (1962年7月18E))
Fri9Ch載段が昨日われわれlこ述べた葬鈍について私#B:訳をつけ加えれば
役にたつのではないかということにふと私は気ついた｡というのは,それは
井'AにJTやかしくまた井骨に鹿妻1著ではあったか.丁カデ ミックな巨井草
の課i星を低めたことの1い人々は彼の始点が何Isのかを完全にはのみこめな
か1たのではないP,と私lr.は思えるからである｡
'tgzの娃唱した論点は本矧 こおいてまったく単耗Ilものであり,皆さんがそ
れを把捷するのJC行列代軌やベクトルを理解する必要はさらさらないのであ
る｡巻 島はこうである.もし多くの屈かあり,各Eがそれぞれ独自のE内政
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策を策定し, しかも国際収支の囲難にみまわれていることに気がつ くなら
ば, これらの国々がなし得ることは輸出を促進し,編入を縮′トするようにつ
とめることだけであり,こうして諸国は市場を他国にいっそう不利ならしめ
ることになる｡したがってすべての国が不利になり,失業を生み,貿易を縮
小させ,どん底にいたって止むが,結局いくつかの国は赤字を,他の諸国は
黒字を持つにいたる (おそらく,い くつかは変身に成功し,赤字を持 ってい
た国がいまでは黒字を,そして黒字だった国が赤字を持つようになるかもし
れない). しかし一般的抑圧は,御承知のように,たんに貿易を全面的に縮
小させるだけであり,雇用を全面的に縮小させ,富を全面的に減少させ,問
題解決への其の貢献はなにもしない｡
この種の問題についてなんらかの解決を得ることのできるただ一つの方法
は諸国がついには収支を低 くするにいたるまでおたがいに閲争するかわりに
貿易と高いレベルの収支の達成について合議し,合意することであるo
さて,これが Frisch 教授が提唱した論点の本質であり】そして私にはそ
れがわれわれの議論にとって極めて重要であり,最前の報告者が主張してい
たことにとっても極めて重要な論点と思われるのである｡
もし前進的改質 (forwardpohcy)が一群の国々でスタ- トをきれば, わ
れわれはわが政治家諸氏を支配しているようにみえるこのひどい消極主義 ･
敗北主義に別れをつげて前進的に問題にとり組むことができ,協定による貿
易パターンのとりきめにのり出すための非常によい基点をイギリス連邦と
EFTA諸国のなかに築 くことになる｡協定はまったく弛いものにすること
ができる｡皆さんは トマ トの曜話にいちいちしるLをつけさせる必要はなく
｢あなたが私の品物を買うのなら私はあなたの品物を買おう｡そうするとわ
.れわれは二人ともわれわれの収支バランスを防衛するためにスランプという
手段をたがいに無理じいし合う危険からのがれられる｣という相互貿最の弛
い協定でよい｡それをする諸国に基点ができるのである｡
それからわれわれは共同市場に話しかけ,アメL)刺.Cさえ話 しかけ,社会
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主意プロッタに話しかけ . こうしてゆるやかに全面的に全世界的に仲欄のZt
を拡げていくことができる｡われわれは完全計育鐘済の国々が行なうのと同
じようにわれわれの交易を制御する必掛 iなく,この弛い全般的地銀をもて
は,Frisch救援のいうように,今Bでは電子計芽技でbつと尭J#らしい仕事
ができ,漁議を3(出することができる.正確IE鼓遠がたぷん見出せるという
つもりは1いが,繕Eのばらばらri行動によりどれ1.,'けの群がなされようと
もそれよりははるかによい何かを見出しうることは確かである｡
したがって思うに.行列代故が無条件に理想的簾をはじきJBすことに染み
をかけるほどに深入りしないまでも,われわれとしてIi柾かk:次の合点を容
認すべきである｡すなわち.qE-の問題堺決法はBl酸賀長のある計画化に基
いて前進的改更を安定することである｡そうすることによってわれわれIi鑑
開発施国に題大1授助を与えることになる,というのはこれらの国々の市境
JEより大きい保Fiを与え.乱が昨日言及した完全溝用クラブの土台を無 くこ
とになるからである｡
この金策で私がちJ=つと茸いたの帆 今年はわれわれが世界不況に再び悩
まされる年だといったのが私ただ-人だったということである｡数年前は誰
もが完全床用閏月王について話していたれ 今E]の蕃El気はわれわれにとって
必要flのLi8折的好況の撹操的眺術熊をとり,梢鐘的防衛薮と敗北主義持神
をしりぞけ ることであり.そして rおやおや !われわれとしては共同市境に
加入Llけ九は1らlj:いだろう｡われわTuiまちがっている机 はかKどう
しようも1いのだ｣と考える仕俄とは1ら+1いことであるように乱には患わ
れる,今やT)れわれにとって誠塩的政策をとることがわれわれのために熊条
件に必要1時が来ているのであり, この点で行列代散は関Jaを合理的に解 く
のにはまったく役にたつ助手であろう｡
王 芸 文 ■t
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